
第 40回鈴川杯記念大会 
主催主管︓比々多少年野球部 

 
１・開催期間︓ 2021年 11月 3日(祝)～11月 13日(土)  

                            予備日 6日（土）14日（日） 
2･会場︓チャンピオンすずかわ野球場(鈴川球場)、伊勢原市こどもスポーツ広場、伊勢原市内小学校グランド等 
 
3･出場チーム︓事前エントリーの最大 24 チームでのトーナメント形式 

（コロナ感染症および、学校行事の都合上変更あり） 
 
4･大会参加費︓6,000円（準々決勝参加 8 チームより追加 2000円）当日受付 
 
5･主将会議（抽選会）︓ コロナ禍の為中止（主催者側で実施） 

選手登録は 10月 15日までに提出 
 

6･開会式︓11月 3日 7:30受付開始鈴川球場（行政の指示により中止もあります） 
原則監督、6年生のみで実施予定、6年生の５名以下のチームは 5年生も含め選手 9人まで可 
団旗・プラカードをお持ちください 

7･閉会式︓11月 13日 鈴川球場 
 
8・協賛︓伊勢原市内マクドナルド 4店舗 （伊勢原店・246伊勢原店・伊勢原エムアイプラザ店・伊勢原歌川店） 
      バッティングパレス 
９・新型コロナ感染症対策︓開催当日の各自治体及び伊勢原市野球協会学童部の指示に従います。 
【大会運営に関する事項】 
今大会は、野球公認規則、競技者必携および伊勢原市内規を適用します。 
１．参加資格 
（１）小学生で編成され登録された単独チームとします。 
     【注】大会だけのために編成されたチームの参加は認めません。 
（２）選手の登録は 10 名以上 20 名以内とし、男女を問いません。 
２．大会特別規則 
（１）試合は 7 回イニングとし、試合開始の「プレイ」宣告後、90分を経過したら、そのイニングが最終回となります。 

 【注】決められた時間が経過したら、回数に関係なく正式試合となります。 
（２）タイブレーク方式（特別延長戦） 

7 回を終了して同点の場合、決められた時間が経過して同点の場合はタイブレークで行います。 
タイブレーク方式は、無死一二塁・継続打順とし前回の最終打者を一塁走者、その前の打者を 
二塁走者、（投手は除いてもよい）とし、無死一二塁の状態にして１イニング行い、得点の 
多いチームを勝ちとします。勝敗が決定しない場合は、更に継続打順で１イニング行います。 
なお勝敗が決定しないときは抽選で勝敗を決定します。 
【注】大会の運営上７回が終了するか、決められた時間が経過して同点の場合は、 

タイブレーク方式を行わず、抽選で勝敗を決定する場合もあります。 
（抽選）抽選は○×式とし、○印の多いチームの勝ちとします。 



 
（３）得点差によるコールドゲーム 
   点差によるコールドゲームは、3 回 10 点差、5 回 7 点差とします。 
（４）特別継続試合 

試合が 5 回以前に中止になった場合（ノーゲーム）でも、 
5 回が過ぎて同点で試合が中止になった場合（正式試合でタイゲーム）でも、 
再試合にしないで翌日又は後日特別継続試合として、試合が中止になったイニングから試合を継続して行います。 
なお、特別継続試合は、中断された試合と通算して 90分まで行います。 

（５）投手の投球制限 
投手の投球については、肘、肩の障害防止を考慮し、一日７イニングスまでとします。 
但し、タイブレーク方式の直前のイニングスを投げ切った投手に限り 
一日最大 9 イニングまで投げることができます。 
【注】投球イニングに端数が生じたときの取り扱いは三分の一回（アウト一つ）未満であっても 

一イニング投球したものとして数えます。 
        又、投手の投球制限については野球肩・野球肘の障害防止を考慮し、1 日の投球は７０球を目安とします。 
 
【競技運営に関する事項】 
１．その日の第１試合は試合開始予定時刻の 60 分前（開会式直後の第一試合は会場到着後）に、 

第２試合以降は前の試合の４回終了時、または 40分経過後までに打順表４通（登録された全員を記入し、 
必ずふりがなを付けたもの）を監督と主将が大会本部に提出し、登録原簿と照合ののち、球審立合いのもとに 
攻守を決定すること。 
【注】前の試合が早く終了した場合は、次の試合を試合開始予定時刻前に開始することがありますので、 

試合開始予定時刻 60 分前には球場に到着して前の試合の経過に注意してください。 
２．ベンチは、組み合わせ番号の若いチームを一塁側とする。 
（１） 試合中ベンチに入れる人員は、登録されユニフォームを着用した監督 30 番、コーチ 29 番・28 番及び 

選手 20 名以内と、チーム代表者、マネージャー、スコアラーとします。 
     【注】選手は、必ず 10 名以上ベンチに入らなければならない。 
       なお、ベンチに入れる全員が、スポーツ傷害保険に加入し、大会期間中に起きた傷害事故等は、 

当該スポーツ保険の適用を受けること。 
      また、健康保険の被保険者名と番号の控えを持ってきてください。 
（２） ベンチ内で電子機器類（携帯電話、パソコン等）携帯マイクの使用を禁止する。 

なお、ベンチ内でメガホン一個に限り使用ができます。 
３．使用球と用具・装具 
（１）大会使用球は(公財)全日本軟式野球連盟公認ナガセケンコーボール J 号ボールとし大会本部で準備します。 
（２）チームはユニフォーム、アンダーシャツ等は、同色、同形、同意匠の物を（スパイクは除く）使用すること。 

但し、金具の付いたスパイクは使用できません 
尚、裾幅の広いストレートタイプのユニフォームの着用は禁止します。 

（３）ユニフォームの袖の長さは両袖同一で、左袖に日本字又は、ローマ字による県名を必ず付けなければなりません。 
尚、他のものを付けることはできません。 

（４）バット 
金属製バット・ハイコンバットは、JSBB のマークの付いた公認バットを使用すること。 

（５）捕手の装具 



捕手は、連盟公認のマスク・ヘルメット・プロテクター・レガーズを使用すること。 
また、危険防止のためファールカップも必ず装着すること。 

（６）打者、次打者、走者、ベースコーチも連盟公認のイヤーフラップ付きのヘルメットを着帽すること。 
４．大会運営上シートノックは行いません。 
５．球場内でのトスバッティングのみ認める 

その日の第一試合に出場のチームは、外野に限り練習を行うことを認めます 
（フリーバッティングは厳禁です。） 

６．申告故意四球について 
   守備側チーム監督が審判員に故意四球の意思を伝えた場合（ボールデッド）打者にはボール４個をえたときと 

同じように一塁へ進むことが許される。 
７．小雨の場合でも、球場の使用が可能な場合は試合を行うことがあります。 
８． 雨天時の連絡 
✰ 午前 ６時半までに比々多少年野球部のホームページ（第 40回記念大会）に掲載します。 
☆ その他問合せ 比々多少年野球部代表・仙水まで 

TEL:080-3318-5990 
Mail:takuo.sensui0410@gmail.com 

 
【取り決め事項】 
１．ファウルボールの処理について 

ファウルボールが打たれた場合は、一塁側のものは一塁側ベンチが、三塁側のものは三塁ベンチが、 
本塁後方のものは攻撃側で処理してください。 

２．攻守交代の時には、ボールを必ず投手板近くに置いて交代すること。 
３．試合のスピードアップについて 
（１）準備投球について 

投手の準備投球は、試合開始の表裏及び救援時には投手は捕手を相手に５球（時間にすれば１分以内）とし、 
次回からは３球とします。 

（２）攻守交代について 
攻撃側は、第三アウトが成立したら、プレーヤーは速やかにベンチを離れて駆け足で守備に向かうこと。 
特にバッテリーは、準備投球があるから、率先してベンチから出ること。 

（３）守備側のタイムの回数制限について 
捕手を含む内野手が、１試合に投手のところへ行ける回数は、７イニング試合にあっては 3 回以内とします。 
尚、延長戦となった場合は、２イニングに１回行くことができます。投手のところへ行くときは、往復を駆け足で行い 
プレイの開始を遅らせてはなりません。 

（４）攻撃側のタイムの回数制限について 
攻撃側のタイムは、１試合に３回とします。なお、延長戦（特別延長戦も含む）は、２イニングスに１回とします。 

（５）内野手間の転送球について 
内野手間の転送球は、一回りとし、打者が打者席で打撃姿勢を取る前までに投手に返球するようにしてください。 
（注）試合が著しく遅れている場合は、試合の進行を早めるため内野手間の転送球を禁止する場合もあります。 

（６）内野手の投手への返球について。 
投手に返球する内野手は守備位置を離れずに投げ渡してください。 

【その他︓大会審判員に関して】 
伊勢原市野球協会学童部審判部の協力のもと、全試合主催者側が行います。 

tel:080-3318-5990


令和３年９月２３日 

新型コロナウイルス対応について 
伊勢原市野球協会学童部 

 

1. 大会等に参加する前に 

① 当日の朝に体温の測定と体調の確認をして指定の健康チェックシートを本部へ提出する。 

観客分は試合終了までに本部へ提出、追加が有った場合は追記をお願いします。 

② 上記で異常の有る場合は参加を認めない。 

③ 試合開始時間の１時間以上前には会場へ来ないこと。 

④ 会場入りしたら、手洗い・手指消毒を励行する。（指導者が適宜指示） 

 

2. 参加者について 

① ベンチ交代は密集を避ける為、インターバルを 30 分以上とするので完全に退出後、ベンチ入りする。 

② プレー時以外はマスクの着用をし、必要以上に大きな声を出さない。（適度な応援は可) 

③ 人との距離を２ｍ確保する。ベンチ内では一定間隔を保つように努力すること。 

④ 全選手が密集・密接する円陣(整列も含む)や声出し、整列などは控える。 

⑤ 試合中は素手でのハイタッチ、握手を控え、ボールを触った手で目・鼻・口を触らない。 

⑥ 共用するバットやヘルメット等は本部が用意する消毒液で使用の都度、消毒する。 

⑦ 感染拡大及び熱中症予防上、必要と思われる指示（審判・本部）に従うこと。 

⑧ 共用の飲物（ジャグ等）は禁止、個人単位で飲物を用意すること。 

⑨ 駐車票の掲示を忘れずにすること。(７台目以上はチームにて準備方) 

 

3. 観客席と本部席 

① 選手１名に対し家族１名の応援を原則とする。但し、学童部スタッフ・ベンチ入りスタッフは除く。 

（上記は緊急事態宣言・まん延防止等重点措置の場合を示す。） 

② 観客席と本部席でもマスクの着用をし、必要以上に大きな声を出さない。 

③ 本部席で用意する消毒液は観客の利用を可とする。 

 

4. 開閉会式での留意点 

① 時間短縮の為に、必要最小限の式に限定する。 

② 表彰式の整列は相当の距離を保つ。 

 

5. 感染が明らかになった場合 

① 速やかに本部へ報告する。 

② 濃厚接触者・関係者へ連絡をして注意喚起する。 

③ 関係機関への協力をする。 

 

 


